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尺八といえば、その素材は竹です。今でこそプラスチックや人工樹脂

を用いるものもありますが、竹から作られた管体は、その風を感じ

させる音色のイメージと結びついています。自然の素材から作られた一

本一本の違いもまた、楽器の個性としての魅力のひとつとなっています。

使われる種類は異なりますが、茶道具もまた、竹とは深い結びつきが

あるといえます。茶道具の中でも重要視され、その人の好みや人柄があ

らわれる茶杓や、抹茶を点てるための独特の道具である茶筅は、その多

くが竹で作られています。他にも竹は柄杓や蓋置、花入れなどにも使わ

れています。

今回の明倫茶会は、琴古流の尺八演奏家である岡田道明氏を席主に

迎え、尺八と茶道具に共通する素材、「竹」にこだわった茶会を開催しま

す。岡田氏は積極的なリサイタル活動や海外公演を行うほか、京都創生

近年、既成のジャンルに収まらない芸術作
品が登場してきています。しかし、そうし

た分野を越えた作品を制作・発表する施設、人
材、また体制の方に目を向けてみると、従来通
り細分化されたままであるという感は否めませ
ん。多領域にわたる文化・芸術の意義や必要
性を理解し、またその創作環境を整えていくた
めには、各文化施設、アートマネージャー、コー
ディネーターが幅広い基礎知識と好奇心を身に
つけ、ネットワークを形成して互いに協力できる
土壌を育むことが必要なのではないでしょうか。

アートマネージメント研修プログラムの初回
となる今回は、古典芸能を国内外の社会につ
なげ、多様な切り口で作品を企画・運営するた
めの人材を育成することを目的としています。
全国の文化・芸術施設の関係者あるいはそれ
をめざす方々を対象に参加者を募集します。
講師には、能楽、茶道、いけばななどにおい
て第一線で活躍する方 を々お招きし、それぞれ
の芸能・芸術の持つ意味や可能性を考えるた
めのレクチャーや体験の機会を設けます。それ
に加えて、継承からその発信方法、創作の可
能性まで、演者、制作者、鑑賞者それぞれの
立場から複眼的に考えるためのディスカッショ
ンの機会を設けます。普段疑問に思っているこ
とや、古典芸能に関する意見を率直に交換で
きる場となることを目指しています。

2 016年度は伝統芸能を継承する中で、ジャ
ンルを柔軟に横断しながらそれぞれの芸

能の姿を模索する担い手に着目します。真摯
に芸能に向かう姿勢は、伝統とは何かを我々
に改めて問いかけます。

その第一弾となるのは「浪曲×ブルース」。説
教節やでろれん祭文などをルーツに明治初期
に誕生した浪曲は、浪曲師の語りと、それに呼
応する三味線演奏が生み出す独特のグルーブ
感が魅力です。曲目自体も笑いや涙、恋愛と
いった喜怒哀楽を唄い上げる節や啖呵とあい
まって人気を博しました。かたやブルースは、
厳しい労働を強いられた米国南部のアフリカ
系アメリカ人の間で生まれた音楽。ギターに合
わせて自らの境遇を弾き語るもので、英語の歌
詞の意味を知らないまでも、哀調を帯びた調
べや歌声に心が掴まれます。異なる文化的背
景を持つ国に生まれながら、共に、声と弦楽器
というシンプルな構成で、誰しも感じる哀歓を
紡ぎ出す浪曲とブルース。今回は、声節に優
れ、強い表現力で現在の浪曲界を牽引する浪
曲師の一人である京山幸枝若、憂歌団のリー

ドヴォーカルであり、「天使のダミ声」と称され
るなにわのブルース界きっての歌い手、木村
充揮を迎え、それぞれの実演をお届けします。

若手の育成に取り組みながら現代的な浪曲
のあり方を日 模々索する京山と、自分の身体から
出てくる音、リズム、言葉に耳を傾け、ブルース、
演歌、歌謡曲等 縦々横に歌う木村。二人の圧倒
的な音、声、言葉の世界をどうかお楽しみに。

座など異なる分野とのコラボレーションや、皐月の会などでの現代邦楽

曲の演奏でも活躍されています。

今回は尺八三人の会「風童」のメンバーである米村鈴笙、石川利光両

氏の協力を得て、リラックスした雰囲気の大広間に、耳と目で味わう空間

を演出します。演奏とお話を聞き、ひとつひとつ違った個性を持つ茶道

具や尺八を眺める。ほっと一息をついて、今まで見過ごしていた風合い

や魅力を再発見する機会となりそうです。
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「遠音にさそわれ竹づくし」

アートマネージメント研修プログラム2016
～古典芸能編～

「浪曲×ブルース」

芸術、学術、産業など、各分野で活躍する方が席主となってお客様との一期一会を
演出する明倫茶会。席主それぞれが趣向を凝らしてお客様をお迎えするこの茶会
は、現代の文化芸術を再発見する機会となっています。
今回は、琴古流尺八演奏家の岡田道明氏を席主にお迎えして、尺八と茶道具に共通
する素材に着目した茶会を開催します。
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明倫茶会

継ぐこと・伝えること57

現在では、尺八は素材による音の違いはないという説が有力です（！）が、竹の尺八は手作業で
作られるため、微妙な楽器ごとの違いが奏者の技術や個性とあいまって、音色を作り出すそう
です。この機会にじっくり観察してみようと思います。 谷竜一（アートコーディネーター）

席主からひとこと
茶道具には竹で作られたものがあり、尺八も竹。少 ベ々タではありますが、
竹づくしのひとときをと考えました。尺八の音色に包まれて、あたかも竹林
の野点の席にいるような雰囲気を味わっていただければ幸いです。尺八
のお話も少しいたします。ぜひお運びください。

実は誕生した時期にもそこまで差がない浪曲とブルース。人の
営みに寄り添う世界観だけでなくまだまだ思わぬ共通項がある
かも…！？今回も実演だけでなくトークを企画しており、異なる個
性のお二人からお話が伺えるのも醍醐味の一つ。是非会場に足
をお運び下さい。 芝田江梨（アートコーディネーター）

古典芸能はまったくの初心者という方も、これまでにも深くかかわってきたという方も、今回の研修では等しく参加対象としています。あ
えて、能楽、茶道、いけばな、という最も敷居が高いと思われる分野をプログラムに取り入れました。ノウハウを学ぶのではなく、ざっく
ばらんに話し合ってみることから現在における古典芸能の位置について考えてみたいと思います。 古川真宏（アートコーディネーター）

「遠音にさそわれ竹づくし」
日時： 12月11日（日）13:30／15:30　会場：大広間
席主：岡田道明（琴古流尺八奏者）　内容：抹茶とお菓子
定員：各席40名（先着順／要事前申込）　料金：1,000円
※イベント情報（P2）もご覧ください

対象：全国の美術館、博物館、ギャラリー、劇
場等文化施設に勤務する担当職員、制
作者、研究者あるいは志望者

期間：2016年11月30日（水）～12月3日（土）

定員：20名
※参加無料
※全課程参加できることが望ましいが、全日参加でな

くても可
※詳細はウェブサイト及び募集要項で発表します

実施スケジュール

11月30日（水）

能楽体験／講座（講師：宇高竜成）

ディスカッション（テーマ案：なぜ古典芸能は敷

居が高いのか）

12月1日（木）

文化・芸術施設の評価、地域性に富んだプ
ログラムについて講座（講師：衛紀生）

ディスカッション（テーマ案：施設とアーティスト

の関係）

オプション：AGKサロン参加

12月2日（金）

茶道体験
ディスカッション（テーマ案：会としての茶会）

オプション：市民狂言会鑑賞

12月3日（土）

いけばな体験／講座（講師：中野天心）

ディスカッション
オプション：継ぐこと・伝えること57

「浪曲×ブルース」鑑賞

「継ぐこと・伝えること」では、これまで、実演や解説を通し
て伝統芸能を紹介しながら、伝統芸能の「現

い

在
ま

」に着目し、
芸能を継承する意義について観客、出演者がともに考え
る機会を創出してきました。併せて番外編と題し、伝統芸
能と現代の舞台芸術とをコラボレーションさせて創作す
るなど、新たな伝統芸能の可能性に取り組んでいます。

京山幸枝若

木村充揮
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継ぐこと・伝えること57～浪曲×ブルース～
日時： 12月3日（土）開場14:30 開演15:00　
会場： 講堂
出演： 京山幸枝若、木村充揮
料金： 前売1,800円／当日2,000円
 高校生以下500円（前売・当日共）
※イベント情報（P2）もご覧ください
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


